
『 インバウンド時代がやって来た！ 〜『観光のひろば』から見えるもの〜 』 

（６月１日） 

 

第１０回『観光のひろば』は５１名の参加をいただきました。 

星乃 勝 様 

(NPO法人スマート観光推進機構 理事長) 

 

『観光のひろば』にどうしてこれだけ人が集まるのだろう… 

あらためて名簿を見ると参加する人が”多様”なことに驚きます。それだけ『観光』は”多様”

であることの表れだと思います。これまでのゲストも”多様”な内容でした。 

”多様”な人が『観光』について学び、語り合える場は『観光のひろば』の場のほかでは見当

たらないと改めて思いました。 

 

講演は「何故、インバウンド観光に取り組むのか」から始まりました。 

１９４０年代は子供が多くて高齢者が少ない時代から２０５０年には高齢者が多くて子供

が少ない時代に人口構造が逆転する。これは労働人口の減少を指し、高齢者を支える人が

少なくなることだ。このような時代だからこそ、新しい産業として『観光』に注目が集ま

っている。 

昨年のインバウンド１９７４万人。アジア８３％だが、欧米も増加している。世界中で海

外旅行が増え１１億８４００万人になっている。 

ある国際ブランド力調査で日本は６位だった。そのなかで「最先端のアイデア、新しい考

え方を生み出すクリエイティブな場所」が１位なのは嬉しい。逆に「豊かな自然があるか」

が１６位なのは、まだ日本が知られていないからだ。日本に来て「良かった」とのクチコ

ミから、さらに日本の良さが伝わっていくことだろう。 

 

『観光のひろば』のゲストの話を振り返ります。 

 

８月は、観光庁観光地域振興部長 吉田雅彦様に「期待が高まる関西の観光」について、観

光統計と地方で頑張っている事例の紹介をいただきました。また、元京都市観光政策監の

清水さまには「京都の観光」について語っていただきました。 

京都市の観光は中高年の女性が１０回以上訪問している。それにはたゆまぬ努力がある。

最近の出来事では、四条通りの拡幅工事がある。これにより道路が２車線に減り、歩道が

６．５m に倍増した。歩行者が増え、商店街の売り上げが倍増している。カンバンの撤去

も素晴らしい。 

９月は、李 容淑先生に「日本酒と観光」について語っていただきました。 

韓国では日本酒の輸出量が１０年で１５倍。日本酒の輸出の２２％が韓国。日流ブームと



アルコールの強い焼酎から日本酒へと変わる健康志向が日本酒の消費量を増やしている。 

１０月は、関空の石川執行役員には「関空のインバウンド戦略」について語っていただき

ました。 

関空は２０１４年度に国際線旅客数の外国人利用が日本人を越し、２０１５年は外国人利

用が１１００万人。日本人利用が６１０万人。今年の２月に外国人利用で成田を抜き日本

一になった。 

関空の案内所「関西ツーリストインフォメーションセンター」は日本一！ 王さんという

副所長が「台湾の同胞に日本を好きになってもらいたい」と頑張っている。質問で最も多

いのは「鉄道パス」の話。「私のプランに一番良い鉄道パスはどれですか」の質問だという。 

１１月は、(株)シーズの三宅さまに「ムスリムへのおもてなし」について語っていただきま

した。 

２０３０年、�イスラム教徒が全世界の２６％になる。ムスリムの観光客はイスラム教の戒

律に厳しい人から、それほど厳しくない方まで個人差が大きい。そして困られているのは

食事。豚肉は戒律でも禁止されており口にする人はほとんどいない。しかしお酒は飲まな

い人もいるが、旅先では飲む方も多い。「私のお店ではこの条件で料理を提供します」と表

示する「ムスリムフレンドリー」を提唱されている。 

１月は、グーグルの杉原執行役員に「グーグルを使った地方活性化」について語っていた

だきました。 

過去３年で Googleにおける旅行関連検索数は２倍に増えた。そのなかでもスマホ利用が増

えているのは、旅中でスマホを利用する人が多いということ。スマホへの観光情報の提供

が重要だ。しかし国や地域によって検索の傾向は異なる。国や地域に合わせたプロモーシ

ョンが必要になる。 

２月は、ぐるなびの杉山執行役員に「ぐるなびの観光戦略」について語っていただきまし

た。 

ぐるなびの月間総アクセス数１１億 PVと右肩上がりに増えている。２０１３年は日本から

のアクセスが５９％だったが、２０１５年には海外からのアクセスが５９％と逆転してい

る。トリップアドバイザーやミシュランとの連携でさらに海外からのアクセスが増えるの

だろう。 

３月は、(株)マイルストーンの谷川様には「中国人の医療ツーリズムの動向」について語っ

ていただきました。 

外国人患者を受け入れたことがある病院は７９％、訪日外国人の医療が１５％、医療ツー

リズムという検診と観光を組み合わせたものがが６.４％。 

今年の春節期間中に海外で過ごした中国人は６００万人という。その２割が健康・医療。

美容や健康を求める中国人も増えている。 

４月は、エクスポート・ジャパン(株)の高岡様には「インバウンド観光における ICT 戦略」

について語っていただきました。 



「ジャパンガイド」という日本一の訪日外国人向けの日本情報ポータルサイトを運営して

おり、「ジャパンガイド」は、４７都道府県、１７９地域、１７００ページが掲載されてい

る。これは代表のステファンさんが日本が好きで、自分の足で歩き写真を撮り集めた生地

だからこそ成し遂げたもの。CMベースでは地方の情報を掲載することは難しいとのお話で

した。 

５月は、エール学園の長谷川理事長と西村様に「留学生をインバウンドに活かすため」に

ついて語っていただきました 

渡日留学生は２４万人と増えている。留学生の感性や語学を活かした観光プロモーション

や市場調査など『おもてなしプロジェクト』に取り組んでいる。特に効果が高いのは留学

生による SNS による発信。『国際人財活用ネットワーク交流会』も多様な人の交流を生ん

でいる。 

１５年ぐらい前から留学生に地域清掃をさせることによって地域の人の心が開いたという。

相手を立てる理念を吸収することによって、関係性が豊かな人材が育成される。この留学

生が日本で雇用され、母国に帰るときに「平和の使者」になると語られた。 

 

政府目標の２０２０年４０００万人、２０３０年の６０００万人という数字は、本当にこ

れを推進しても良いのだろうか？ 

清水寺の参道は歩けない状態だといいます。もし事故が起こったら… 

宿が足りない、駐車場・観光バス・運転手が足りない、通訳ガイドが足りない、見直す必

要があることがたくさんある。 

「民泊」に注目が集まっている。ホームステイ型はトラブルも少なく、ホスピタリティが

高いが、家主不在型は、騒音などトラブルがあるという。万が一事故が起こった時、誰が

責任を取るのか。損害は誰が保証するのか。国で真剣に議論してもらいたい。 

『観光』を考える前に、『住民生活の場』であることを認識する必要があると、スマート観

光推進機構は考え方をご紹介しました。 

 

最後にスマート観光推進機構の取り組み「インバウンドツアー・体験教室カタログ」「イン

バウンド村構想」をご紹介しました。 

質疑応答の中で『観光』の真の目的は「世界平和」であることも確認されました。 

 

交流会にも多数の方が参加していただけました。 

大切なのは、”多様な人”が交流すること。良い話を聞いただけで終わるのは何とも勿体ない

と思います。 


